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1 はじめに
現在，情報システムが普及し大学では，学生に対して多
岐にわたるサービスがWeb を介して提供されている．南
山大学では PORTA，WebClass，講義資料ダウンロード
サーバが利用されている．複数のサービスが存在すること
で，学生が必要としている情報が複数のサイトで重複して
しまことことや，探す手間があり学生の負担になっている．
解決するためのソフトウェア基盤が存在しないことが課題
になっている．
本研究の目的は，複数の学内Web サービスを統一的に
組み合わせたアプリケーションのソフトウェア基盤を構
築することで，サービスを横断せずに利用が可能になり情
報の取得を容易にさせることを目指す．また昨今スマート
フォンの流通により，2019年のインターネット利用率（個
人）は 89.8 ％であり，端末別のインターネット利用率は
スマートフォン（63.3 ％）が PC（50.4 ％）を 12.9 ％上
回っている調査結果 [1] がある．学内のサービスをスマー
トフォンで見る学生が増えているものの，現在学内サービ
スが見られるスマートフォン向けアプリケーションが存在
しない．スマートフォンユーザ向けに学内Web サービス
を横断せず利用できるネイティブアプリケーションのソフ
トウェア基盤を提案する．
アプリケーションのソフトウェア基盤の構築にはマイク
ロサービスアーキテクチャの技術を用いる．マイクロサー
ビスアーキテクチャは，自律性と特殊性という特徴を持っ
ている．これにより学生が利用する統一的なアプリケー
ションの開発をする際に適していると考えている．
効果として，複数のサービスを横断せずに利用できるこ
とで，毎回ログインすることが無くなる．その結果，学生
の必要な情報を手間なく見つけることで学生の負担が軽減
できることが挙げられる．
モノリシックで構成される NaNApp と本研究で提案す
るソフトウェア基盤に基づくアプリケーションを比較し，
考察した．

2 大学における学生情報システムの現状と問
題点

2.1 大学における学生情報サービス

インターネット利用が当たり前になり，情報システムの
普及してきたことで大学では，様々な用途に向けた学生
向けポータルサイトや学内Web サービスが提供されてい
る．10 代～20 代はインターネット接続する端末がスマー
トフォンであり，保有率が多いことからポータルサイトや
サービスをスマートフォンで利用している割合が高い．

現在，南山大学では大学側が学生に向けて情報を発信す
るポータルサイト，サービスが主に PORTA，WebClass，
講義資料ダウンロードサーバの３つ存在している．他大学
の学生に学内 Web サービスについて調査を行った結果．
26 大学のうち全ての大学が 1 つ以上のサービスを利用し
ていた．このことからも，インターネットの普及により大
学情報システムが多く利用されていることが分かる．

2.2 南山大学の学Webサービスの問題点

現在，南山大学では複数のサービスが混在している．必
要とする情報がどのサービスにあるのか，欲しい情報の取
得に時間がかかってしまうなど，様々な弊害が生じる．ま
た通知が来ないことで教室変更や休講補講情報を講義が始
まる数分前に知る学生が存在していることも課題である．
今後は課題解決と長期利用を考えてサービスの追加，変
更が容易なアプリケーションのソフトウェア基盤が求めら
れる．

2.3 NaNAppについて

2017 年に南山チャレンジプロジェクトの中で
NaNApp[2] が開発された．NaNApp では，主に以下の
4つの機能が提供され利用されていた．

• 当日の授業スケジュール確認
アプリケーションのホーム画面の１つで時間割管理機
能で登録した授業の始業，開講教室が表示．

• 時間割管理
授業を検索，選択しアプリケーション内の時間割に登
録．時間割の色分け機能を使用してユーザの時間割の
色を好みにデザインすることや時間割を左右にスライ
ドすることで Q1～Q4までの授業確認可能．

• 休講補講情報のお知らせ
時間割が登録をすることで，休講補講，教室変更など
のユーザに必要な情報がホーム画面に表示．

• 教務課・学生課Webページ情報の配信
ホーム画面のお知らせからをタップで画面移動がで
き，成績などの項目ごとに情報が配信．

NaNApp がリリースされたことで，受講している講義
や講義情報をサービスにログインすることなく時間割の確
認が取れるようになった．しかし問題点として，授業を各
自で登録することが学生の負担になってしまう点，お知ら
せが配信がされなかった点，不具合が多発したことで運用
に負担がかかり学生が引き継ぐことができなかった点が挙
げられる．
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3 マイクロサービスアーキテクチャを用いた学
生情報システムの再設計

3.1 マイクロサービスアーキテクチャについて
マイクロサービスアーキテクチャ [3] とは，単一なアプ
リケーション小さいサービス群として組み合わせて構築
されている．１つのアプリケーションに全ての機能が詰め
込まれているモノリシックな構成のプログラムではなく，
複数のサービスや機能を疎結合させ構築しできたもので
ある．
マイクロサービスアーキテクチャには二つの特徴があ
る．一つ目は自律性 [4] という各コンポーネントサービス
を，他のサービスの機能に影響を与えることなく開発，デ
プロイ，実行，スケールすることができる特徴がある．次
に特殊性 [4] は各サービスは一連の機能の為に設計され，
特定の問題を解決することにフォーカスしている．開発者
が経時的にコードをサービスに追加し，サービスが複雑に
なる場合，サービスをより小さなサービスに分割できる特
徴を持っている．

3.2 マイクロサービスアーキテクチャの利点
全ての機能が単一のシステムとして動くモノリシック
構成では，アプリケーションの拡大に伴って扱いにくくな
り技術選択が困難であったのに対して，マイクロサービス
アーキテクチャでは以下の利点が挙げられる [5].

• サービス毎の技術特異性
• 回復性（レジリエンス）
• 組織面の一致
• デプロイの容易性
• スケーリングの効率化
• 合成可能性
• 交換可能にするための最適化
本研究で特に重要になるのは回復性とデプロイの容易
性，交換可能にするための最適化である考えられる．
回復性とは，システムのあるサービスに障害が発生した
際に，障害が連鎖せず問題を分離してシステムの残りの部
分は機能し続けることができる性質がある．
デプロイの容易性について，マイクロサービスでは一つ
一つのサービスが独立しているので，コードの変更や障害
の特定などに迅速に対応することができる．
交換可能にするための最適化について，モノリシックの
システムではある機能を交換，削除しようと思うと大規模
なコードの変更が必要になることがある．マイクロサービ
スではそれにかかる手間を大幅に削減することが可能なこ
とから運用にかかるコストを最適化することができる意味
である．
これらの利点を踏まえて，本研究では開発するアプリ
ケーションにマイクロサービスアーキテクチャの技術を用
いて先に述べた課題を解決する．

3.3 統一化アプリケーションの設計
我々は以下の 4つの要件を定義しアプリケーションを開
発する．
1 つ目は異なる学内Web サービスが混在していること
で，利用目的が違うサービスを横断的に利用しているので
各サービスの情報を１つのアプリケーションで見られるよ
うにする．
2つ目は登録している講義からのお知らせや PORTAの
学生向け最新情報をホーム画面に配置することで学生が
アプリを起動するだけで必要な情報が入手できるように
する．
3つ目は南山大学の学生および大学院生計 34人から「学
生生活で困っていることもしくは困っていたこと」，「南山
生向けのアプリケーションが開発される場合，あなたのほ
しい機能」をアンケート集計した．特にスマートフォン端
末上で提供することで学生の利便性が向上されると思われ
る機能と要望から検討した。検討結果，本研究ではキャン
パスマップサービスを導入する．
4つ目は問い合わせフォームを作成し，ユーザに問題や
不満があった際に問い合わせをもらい，それらを集計した
上で迅速に修正できる環境を整える．

3.4 サービスの分割
マイクロサービスアーキテクチャにおけるサービスの分
割には疎結合と高凝集性を考慮しなければならない．２つ
の特徴を踏まえ，本研究におけるサービスの分割は次のよ
うに考えた．表 1，図 1は，それぞれのサービスがデータ
取得するデータベース先を示している．例えば，お知らせ
サービスは PORTA，WebClassからデータを取得してい
る．また，APIゲートウェイを経由することで複数のサー
ビスの APIを一括に管理でき，複雑な API処理をもまと
めることができる．
前述した 4 つの考えと分割したサービスを基に考案し
た画面遷移図は，図 2の通りである．この図では，中心に
ホーム画面を配置している．ホーム画面からは他の５つの
画面へ移動を考えている．

表 1 サービスの分割
　サービス名 データの取得先
お知らせ PORTA，WebClass

時間割 PORTA, シラバスデータベース
マップ 南山大学ホームページ
スケジュール WebClass，南山大学ホームページ
課題提出 WebClass，講義資料ダウンロードサーバ

3.5 作成したサービスについて
本研究では，キャンパスマップサービスとその他ユーザ
画面のサービスを作成した．キャンパスマップは，学内の
棟の枚数分マップ写真を用いて棟のアルファベットを選択
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することで選択した棟の場所が赤丸で示される．
次にその他ユーザの画面はブックマークのようにサイト
項目をタップすることで学内Web サービスの各サイトへ
の移動できることを考えている．また問い合わせフォーム
の開設をすることで，ユーザの不満や新機能導入のために
意見を集めることを考えている．

図 1 サービス構成図

図 2 アプリケーションのモデル画面遷移図

4 考察
4.1 既存アプリケーションとの比較
本節ではマイクロサービスアーキテクチャの技術を用い
る統一化アプリケーションと NaNApp と比較することで
提案手法の得失について考察する．
3章のマイクロサービスアーキテクチャの利点について

で述べた回復性，デプロイの容易性，交換可能にするため
の最適化について，NaNApp と本研究で設計した結果に
ついて比較をした．

4.1.1 回復性
NaNApp では一部の機能で障害が発生した際，原因の
究明に時間を要することや，システム全体に影響をおよ
ぼす可能性があるといった問題点がある．しかしマイク
ロサービスアーキテクチャを利用した設計を行うことで，
NaNApp で頻発していたお知らせ機能の不具合が起きた
際，お知らせ機能のみ使用できなくなりその他のサービス
を引き続き提供することができる．

4.1.2 デプロイの容易性
NaNAppでは機能の追加や変更を行う際に，一部のコー
ド変更がシステム全体に影響を及ぼし動作しなくなる可
能性がある．その結果，一部の変更に対して全体のデプロ
イが必要になる．これにより，新しい機能の実装や機能の
変更には慎重な対応が必要になる．しかしマイクロサービ
スアーキテクチャを用いると，機能の追加や変更を行う際
に，サービスごとが疎結合になっているので，他のサービ
スに影響を与えることなくデプロイが可能になる．これに
より，新しい機能や機能の変更を気軽に行うことができる．
その結果，アプリケーション内や SNS を利用して学生に
レビューを求めることで学生の不満や負担になっているこ
とを聞き出しアプリケーションに素早く反映することがで
きる．

4.1.3 交換可能にするための最適化
NaNApp ではサービス規模の機能を変更，削除しよう
とした際に，コードが複雑に絡み合っていることで，コー
ド変更にかかるコストが高くなる．しかし，マイクロサー
ビスアーキテクチャを利用した設計だともともとサービス
ごとで分かれているので，あるサービスの変更に対して他
のサービスに影響なく変更することができる．

4.2 提案手法の有効性
NaNAppは，モノリシックで構成されるアプリケーショ
ンであることから大規模なコードで構成されていた．全
体を把握することは大規模なシステムに加え，他人が制
作していることで複雑すぎて読み取ることが困難であっ
た．そこで，時間割のサービスにだけ注目し NaNApp で
利用されていたものを図 3に示す．図 3からわかるように
NaNApp の時間割サービスは 7 つのファイルで成立して
いた．この時間割機能の 7つのファイルはモノリシックで
ある NaNApp の一部の機能であるので，いずれかのファ
イルコードを変更や追加した場合，全体に影響が出る可能
性がある．次にマイクロサービスアーキテクチャの技術を
用いた時間割サービスを図 4に示す．この図では時間割の
レイアウトとなるものを API ゲートウェイを経由してア
プリケーションに呼び出している．またレイアウト内に表
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示される時間割のデータを PORTA から取得することで
NaNApp のように学生がアプリケーション内に時間割を
再登録せずにできる．このことから本研究の設計を用いる
ことで機能の構造を単純化することができる．
これらのことからマイクロサービスアーキテクチャを利
用することで，機能の追加や変更に強いアプリケーション
のソフトウェア基盤を構築することができる．その結果利
用者からの要望を取り入れやすくなるので，学生の負担を
軽減が可能になる．

AddCourse.js Cell.js Course.js

Index.js

Menu.js

Table.js TableNavigator.js

図 3 NaNAppにおける timetable

Timetable service

受講する講義の情報

PORTA

API
Gate
way

getLayout API

Timetable機能呼び出し

getComponent API

講義データを返却

レイアウトを描写

アプリケーション

Timetableを表示

Timetable

図 4 マイクサービスアーキテクチャを用いた timetable

4.3 今後の課題
本研究では，学内 web サービスから API を利用して
データを取得することができなかったのでサービスの開発
を進めることができなかった．今後は API の使用許可や
データの扱いについて考える必要がある．また，サービス
を分割しすぎるとシステム全体が複雑化していき管理の
対象が増加し運用管理がしづらくなる．今後もサービスの
分割については継続してより適切なものを考える必要が
ある．

本研究で作成したキャンパスマップサービスについて，
現在は変更があった際に手間のかかる設計になっているの
で，キャンパスマップのデータ取得や GPS 機能を利用し
てサービスの設計を見直す必要がある．

5 おわりに
情報システムが普及し大学では多岐にわたるサービスが

Web を介して提供されている．南山大学では複数のサー
ビスが存在することで学生に負担が生じているので，我々
はマイクロサービスアーキテクチャの技術を用いて，各
サービスを統一的に組み合わせたアプリケーションのソフ
トウェア基盤の構築を目指した．
提案手法の効果として，学内サービスを横断せずに利用
できることで，毎回ログインする必要が無くなり，学生の
必要な情報を手間なく見つけることで学生の負担が軽減で
きることを示した．学生の負担の軽減に加え，学内 web

サービスの追加や変更があった際のアプリケーションの変
更を容易にすることで，大規模なコード変更をすることな
く必要最低限の修正が可能なことが分かった．
NaNApp と提案するソフトウェア基盤に基づくアプリ
ケーションを比較し，考察した．その結果，提案するソフ
トウェア基盤を利用することで，学生の負担を軽減するソ
フトウェア基盤を構築できることが示せた．
今後の課題は，API 使用を前提に提案したが API の使
用許可が下りなかったので API の使用許可，あるいは学
生の個人データの扱いについて考える必要がある．また，
本研究で作成したキャンパスマップサービスは，マップの
情報などの変更があった際に手間のかかる設計になってい
るので，設計を見直す必要がある．マイクロサービスアー
キテクチャの利点や NaNApp との比較から提案するアプ
リケーションをマイクロサービスアーキテクチャとして実
際に開発していくことが重要と考えられる．
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